＜神様の言葉＞
　私たち人間は、大昔から火を大切につかってきました。

このロウソクの火をじっと見てください。

火を見ていると体が温まるだけでなく、心まであたたまります。

一つの火は小さいものですが、それがたくさん集まると、こんなにも明るく、
そして私たちを力づけてくれます。今日、ここに集まった私たちも力を合わせ、
お互いに友情を深めながら、社会の灯し火となろうではありませんか。

　そして、多くの仲間とともに、より良い社会を築くことを誓い合いたいとおもいます。
平成○年○月○日

＜　　　＞中学校　（　名　前　）

＜火の守＞
●規律

（ぼく・わたし）は、規律の火をわけていただきました

（ぼく・わたし）は、決まりを守ることをちかいます
●協同

（ぼく・わたし）は、協同の火をわけていただきました

（ぼく・わたし）は、友だちと協力することをちかいます
●友愛

（ぼく・わたし）は、友愛の火をわけていただきました

（ぼく・わたし）は、友だちを大切にすることをちかいます
●奉仕

（ぼく・わたし）は、奉仕の火をわけていただきました

（ぼく・わたし）は、進んで仕事をすることをちかいます
